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Ⅰ 令和４年度天皇杯・皇后杯全日本バレーボール選手権大会島根ラウンド！ 

令和４年７月１７日（日）、松江市鹿島総合体育館に於いて

令和４年度天皇杯・皇后杯全日本バレーボール選手権大会

島根県ラウンドが開催されました。この大会は、中学生以上

の全カテゴリーのチームが参加可能な日本最大級のバレー

ボール大会です。４月から７月にかけて全国各地で開催され

る都道府県ラウンドを勝ち抜くと、９月から１０月に開催され

る各ブロックラウンドへの出場権が与えられます。更に勝ち

抜くと、１２月に東京で開催されるファイナルラウンドへ出場

することができます。ファイナルラウンドではV１チームも参

加し、カテゴリーを越えた本当の日本一が決まります。  

そんな素晴らしい大会に今年も参加できたことは光栄です。

ご支援いただいた保護者の皆様をはじめ、ご来場いただい

た沢山の方々に厚くお礼申し上げます。 

今大会は、コロナ関連で出場を見合わせるチームや棄権

するチームもあり、出場が４チームという状況でしたが県総

体以来の公式戦ということで緊張感を持って望むことがで

きました。そして出場チームは、それぞれに課題と目標をもって臨み、白熱した戦いとなりました。 
 

【試合結果】＊試合結果詳細裏面 

準決勝  ○ 津和野 ２｛ 25-17 25-18 ｝０ 松江高専 ● 

決 勝  ● 津和野 ０｛ 16-25 16-25 ｝２ 島根選抜 ○ 
 

【 決勝戦を振り返って 】  
 

決勝戦の相手、「島根選抜」は、社会人を中心としたクラブチーム。今までのアンジュ（クラブチ

ーム中国大会優勝経験のある強豪）がベースになっているチームで高校、大学時代に全国大会

へ出場した経験豊かな選手が多く所属しています。しかし、準決勝の松江商業高校戦では、追い

込まれた場面もあり、つけいる隙は十分にあると考えていました。経験豊富な社会人チームです

が、毎日練習している我々にも勝機は十分にあると臨んだ試合でしたが、終わってみれば大差で

の敗戦。修正すべき点が明確になり、そういった意味では収穫の多い試合となりました。 

とにかく目立ったのは、津和野のミス。

1 セット目、失点が 14点、２セット目も 12

点と相手チームの得点の半分を津和野が

与えています。更にサーブの強化に取り

組んできたはずですが、サービスエース

となる有効打は1点もありませんでした。

得点（スパイク・ブロック決定での得点）を

見ると、1セット目は津和野が10点、島根

選抜も 10 点。2 セット目は津和野が 12
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点で島根選抜が 11点と、津和野が 1点リードしています。（表１） 

このデータからわかるように、津和野には安定感とリズムがありません。その原因となるのは、

相手の攻め方や、個々の特徴

を把握できていないことだと

思います。初めての対戦相手

の特徴や癖を読みとる技術が

劣っているといってもよいと思

います。経験不足は明確です

が、日頃の練習からイメージを

組み立てながら練習する場面が少なかったことがこの大敗の原因だと思います。今後は、コロナ

禍ではありますが試合経験を積むことと、普段の練習からイメージを持って取り組むことが一層

必要だと思っています。また、イメージを持つために試合を振り返ることが必要になります。振り

返るとは、ビデオなどで自分たちの技術や戦術を客観的に把握し、改善や向上に繋げるという作

業を行います。幸い、全員が寮生である

ことから、寮内でミーティングをする時

間がしっかりと確保できます。体育館で

の緊張感ある練習と寮でのミーティング

で経験不足を補い、ミスの少ないチーム

を目指していきます。１１月（春高県予

選）に島根チャンピオンになるために、一

日一日を工夫して過ごす事が大切だと

あらためて知った今大会です。 

これから夏休みに入り、普段より集中した練習を実施するための時間が確保しやすくなります。

ただ、練習メニューをこなしていくのではなく、技術向上を目指す強い意識と試合のイメージを

大切にして有意義な期間を過ごしていきます。過酷な夏にはなりますが、秋には大きく成長した

ツコウバレーをお見せできると考えています。どうぞ、ご期待下さい！ 
 

Ⅱ 令和４年度島根県中学校総合体育大会バレーボール競技 大会報告！ 

令和４年７月２４日（日）から3日間の日程で出雲市の島根県立浜山体育館に於いて令和４年度

島根県中学校総合体育大会バレーボール競技が開催されました。新型コロナウィルス感染症の

第 7波となる感染拡大が続き、充分に練習できなかったチームが多かった中、先生方や選手自身

の工夫で今大会を迎えられたことは非常に感慨深い事だったと思います。感染防止と活動（強化）

のバランスの取り方が難しかったと思います。男子・松江市立東出雲中学校〈４年ぶり１７回目〉、

女子・松江市立本庄中学校〈初優勝〉の優勝で閉幕しました。上位２チームが8月に山口県で開催

される中国大会に出場します。ますますの島根中学バレー界の競技力向上とさらなる飛躍を心

からお祈り申しあげます。 ＊試合結果詳細裏面 
 

最終順位 男子の部 女子の部 

優 勝 松江市立東出雲中学校 松江市立本庄中学校 （初） 

準優勝 雲南市立大東中学校 松江市立東出雲中学校 

第３位 
松江市立第四中学校 松江市立湖北中学校 

隠岐の島町立西郷南中学校 大田市立第一中学校 
 

 

 

 

 

 
 

（表１） 

1 セット目 2 セット目 

得点 失点 
ｻｰﾋﾞｽ 

ｴｰｽ 
得点 失点 

ｻｰﾋﾞｽ 

ｴｰｽ 

津和野 １０ １４ ０ １３ １２ ０ 

島根選抜 １０ ６ １ １１ ３ ２ 

 
“ツコウ”の今をお届けします！ 
様々な情報発信を心がけています。 

ぜひホームページを訪れてみてください。 

 学校生活や寮生活、部活動に関するニュース満載！ 

http://tsuwano.ed.jp/ 
始めました！ 



 
 

我々の挑戦は続きます。 

チームスローガンは『Ｋｅｅｐ ｏｎ Ｇｏｉｎｇ！』  チームの目標は、『県チャンピオン！』 

          目標達成に向けて突き進みます。引き続き、応援よろしくお願い申し上げます。 



令和４年度島根県中学校総合体育大会バレーボール競技 

 


